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１０月２０日超大型の台風２３号が上陸、１

０個の記録を残して日本列島を駆け抜けた。 
 気象庁では土砂災害の危険が非常に高いと

注意を呼びかけていたにもかかわらず多くの

犠牲者が出た。そして２３日新潟中越地震が起

きた。未だに余震が続いている状態で復興の目

処さえついていない。 
自然の猛威に対しては人は無力で、身の安全

を保ちながら通り過ぎてくれるのをじっと待

っているだけである。 
ひるがえって私達は今「頼れる、任せる、安

心できる」街の法律家たらんとして活動してい

る。 
最近の無料相談会の盛況ぶりはどうだろう。

知名度アップが仕事につながることを期待

しながら、日々研鑚しその日に備えよう。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

★
『
市
民
公
開
講
座
』
を
開
催 

 

さ
る
九
月
十
八
日
（
土
）
、 

藤
沢
商
工
会
議
所
に
お
い
て
、 

第
一
回
目
の
市
民
公
開
講
座
が 

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市 

民
の
方
に
成
年
後
見
制
度
に
つ 

い
て
よ
り
詳 

し
く
知
っ
て 

い
た
だ
こ
う 

と
今
年
か
ら 

始
め
ら
れ
た 

も
の
。
今
回 

の
テ
ー
マ
は 

「
成
年
後
見 

制
度
と
公
正 

証
書
遺
言
の 

す
す
め
」
で 

し
た
。
吉
田 

導
子
会
員
が
女
性
な
ら
で 

                  

は
の
柔
ら
か
な
口
調
で
わ
か
り 

や
す
く
、
講
演
を
行
い
ま
し
た
。 

出
席
さ
れ
た
市
民
の
方
は
十
五 

名
ほ
ど
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
一 

様
に
熱
心
に
話
し
を
聞
か
れ
、 

講
座
終
了
後
の
無
料
相
談
会
も 

好
評
で
し
た
。 

 

次
回
は
、
十
一
月
二
十
七
日 

（
土
）
、
茅
ヶ
崎
市
役
所
分
庁
舎 

五
階
で
午
後
二
時
開
始
の
予
定 

で
す
。「
こ
ん
な
と
き
に
使
お
う 

！
成
年
後
見
制
度
」
と
題
し
て
、 

当
支
部
の
粂
智
仁
会
員
が
講
演 

を
行
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
ト
セ
ン 

タ
ー
の
会
員
で
な
い
方
も
奮
っ 

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

★
『
藤
沢
市
民
祭
り
』
に
参
加 

 

九
月
二
十
五
日
（
土
）、
二
十 

六
日
（
日
）
の
両
日
、
Ｊ
Ｒ
藤 

     

茅
ヶ
崎
駅
南
口
を
出
て
、
サ 

ザ
ン
通
り
沿
い
に
あ
る
粂
智
仁 

事
務
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。（
写 

真
左
…
補
助
者
の
方
（
右
）
と
記 

念
撮
影
す
る
粂
さ
ん
） 

           

沢
駅
周
辺
で
第
三
十
一
回
藤
沢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市
民
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
支
部
も
今
回
初
め
て
、
成
年 

後
見
・
相
続
・
遺
言
な
ど
に
関 

す
る
無
料
相
談
と
い
う
形
で
参 

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

不
安
定
な
天
候
に
も
か
か
わ 

ら
ず
、
多
く
の
方
に
お
越
し
い 

た
だ
き
ま
し
た
。
混
雑
時
は
、 

十
人
の
相
談
員
が
休
む
間
も
な 

い
ほ
ど
で
、
相
談
件
数
は
両
日 

で
百
件
を
超
え
る
ほ
ど
の
大
盛 

況
で
し
た
。
成
年
後
見
制
度
に 

対
す
る
、
市
民
の
方
の
関
心
が 

確
実
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ 

と
を
実
感
で
き
た
二
日
間
で
し 

た
。 

 
 
 

（
寺
内
正
樹
） 

 

駅
か
ら
近
く
人
通
り
も
多
い 

素
晴
ら
し
い
立
地
で
す
。 

 

事
務
所
の
モ
ッ
ト
ー
を
尋
ね 

る
と
、「
常
に
お
客
様
の
目
線
で 

業
務
を
行
う
こ
と
。
」
と
い
う
こ 

と
で
し
た
。 

 

取
り
扱
い
業
務
に
つ
い
て
は
、 

「
遺
言
、
相
続
、
成
年
後
見
、 

交
通
事
故
、
内
容
証
明
、
会
社 

設
立
等
。
特
に
成
年
後
見
で
は
、 

十
月
か
ら
、
二
名
の
方
の
法
定 

後
見
人
と
し
て
業
務
を
開
始
し 

て
い
ま
す
。
」
と
の
こ
と
。 

 

今
後
の
抱
負
は
、「
成
年
後
見 

制
度
の
普
及
を
し
て
い
き
た
い
。 

『
成
年
後
見
は
行
政
書
士
』
と 

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を 

目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
」 

と
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

    
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

▼
十
月
は
、
藤
沢
駅
や
辻
堂
公 

民
館
で
無
料
相
談
を
実
施
。
好 

評
を
得
た
。
行
政
書
士
の
知
名

度
ア
ッ
プ
に
向
け
、
各
種
行
事 

で
汗
を
流
そ
う
。
（
Ｍ
） 

▼
他
支
部
の
会
報
を
読
む
と
、 

ど
の
支
部
も
工
夫
を
凝
ら
し
特 

色
が
あ
り
ま
す
。『
は
つ
ら
つ
湘 

南
』
も
多
く
の
会
員
に
読
ま
れ 

る
よ
う
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
て 

い
く
所
存
で
す
。
（
Ｔ
） 

▼
『
は
つ
ら
つ
湘
南
』
を
通
じ 

て
、
支
部
の
活
動
を
お
知
ら
せ 

さ
ら
に
出
版
予
定
の
本
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
し
た
。「
現
在
編
集
作

業
中
で
す
が
、
十
二
月
初
旬
に
は

書
店
に
並
ぶ
予
定
。 

文
芸
社
か
ら
『
成
年
後
見
ハ
ン 

ド
ブ
ッ
ク
』
と
い
う
題
名
で
刊 

行
さ
れ
ま
す
。
法
律
的
に
ど
う 

こ
う
で
は
な
く
、
自
分
が
経
験 

し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
、 

よ
り
実
践
的
で
具
体
的
な
入
門 

書
で
す
。
」 

 

最
後
に
趣
味
に
つ
い
て
で
す 

が
…
「
音
楽
と
旅
行
で
す
。
毎 

月
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
演
奏
会
や
合 

唱
の
練
習
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

来
年
一
月
に
は
、
合
唱
の
公
演 

が
あ
り
ま
す
よ
」 

＊
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
聞
き
手
…
寺
内
正
樹
） 

 

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か 

ら
も
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
の
コ 

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的 

に
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま 

す
。
（
Ｋ
） 

▼
今
号
か
ら
、
小
林
哲
朗
会
員 

が
編
集
に
参
加
。
伝
え
た
い
情 

報
を
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
収 

め
る
作
業
は
困
難
で
す
が
、
そ 

れ
を
快
く
引
き
受
け
て
く
れ
た 

新
編
集
担
当
者
に
感
謝
感
激
の 

心
境
で
す
。
（
Ｉ
） 

【
編
集
担
当
・
広
報
部
】 

石
崎
寛
之
、
寺
内
正
樹 

小
林
哲
朗 
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今
年
度
の
支
部 

定
時
総
会
は
、
五 

月
十
五
日
（
土
） 

午
後
二
時
よ
り
、 

藤
沢
市
民
会
館
大 

会
議
室
に
て
開
催 

さ
れ
た
。 

 

委
任
状
を
含
め 

八
十
二
名
の
会
員 

が
出
席
。
星
博
幹 

事
の
司
会
進
行
で
、 

ま
ず
、
曽
我
松
治 

副
支
部
長
が
開
会 

を
宣
言
。
来
賓
の 

                

       

秋
葉
成
一
副
会
長
が
祝
辞
を
述 

べ
た
後
、
支
部
長
挨
拶
に
移
り
、 

水
島
早
苗
支
部
長
が
「
こ
の
一 

年
の
支
部
活
動
に
対
す
る
会
員 

の
皆
様
の
理
解
と
協
力
に
感
謝 

し
ま
す
」
と
述
べ
た
。 

 

次
に
、
広
瀬
幸
一
会
員
と
馬 

場
喜
代
一
会
員
を
議
長
と
副
議

長
に
そ
れ
ぞ
れ
選
出
。
議
長
よ 

り
、
書
記
（
別
府
史
朗
会
員
） 

と
議
事
録
署
名
人
（
上
田
哲
夫 

会
員
、
鈴
木
壽
造
会
員
）
の
指 

名
が
行
わ
れ
た
後
、
議
事
に
入 

っ
た
。 

                

        

議
事
で
は
、第
一
号
議
案
（
平 

成
十
五
年
度
事
業
報
告
並
び
に 

収
支
決
算
承
認
の
件
と
監
査
報 

告
）
、
第
二
号
議
案
（
平
成
十
六 

年
度
事
業
計
画
案
並
び
に
収
支

予
算
案
承
認
の
件
）
、
第
三
号
議 

案
（
支
部
規
則
改
正
案
承
認
の 

件
）
を
そ
れ
ぞ
れ
慎
重
に
審
議
。 

全
て
の
議
案
が
承
認
・
可
決
さ 

れ
た
。 

 

特
に
支
部
規
則
改
正
に
つ
い 

て
は
、
水
島
支
部
長
就
任
以
来
、 

幹
事
を
担
当
部
署
に
分
け
て
一 

年
間
活
動
し
て
み
た
経
緯
を
踏 

                

 

ま
え
て
明
文
化
す
る
こ
と
が
よ 

り
一
層
活
発
で
柔
軟
性
の
あ
る 

支
部
運
営
が
で
き
る
と
い
う
趣 

旨
か
ら
上
程
さ
れ
た
も
の
。 

 

主
な
改
正
点
は
、
①
幹
事
は 

支
部
長
を
補
佐
し
支
部
の
業
務 

を
分
掌
す
る
こ
と
（
第
五
条
）
、 

②
業
務
組
織
を
総
務
部
・
財
務 

部
・
広
報
部
・
研
修
部
・
相
談 

部
と
し
、
各
部
に
部
長
を
置
く 

こ
と
（
第
十
五
条
）
③
幹
事
会 

（
第
十
四
条
）
と
部
長
会
（
第 

十
八
条
）
を
設
け
る
こ
と
④
各 

部
に
部
員
が
置
け
る
こ
と
（
第 

（
十
七
条
）
な
ど
。
支
部
活
動 

の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、 

将
来
に
向
け
て
新
た
な
人
材
を 

育
成
し
て
い
く
ね
ら
い
が
あ
る
。 

総
会
は
、
百
瀬
斐
之
副
支
部 

長
の
閉
会
の
こ
と
ば
で
締
め
括 

ら
れ
た
。 
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▲秋の行楽シーズン。観光地はどこも賑わっ

ています。そろそろ、紅葉真っ盛り。 
…鎌倉にて、曽我松治会員撮影

 
 
 
 
 

平成１７年２月５日（土）、藤沢市民

会館にて「講習会」と「新春のつどい」

が開催されます。 
 
◆  講習会 

…１４時から、第２展示ホール（１階） 
◆  新春のつどい 

…１７時から、松の間（３階） 
 
＊「講習会」のテーマは「公的無料相

談会のシステムと登録制度について」

を予定しています。 


